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　ＪＡあきた白神山うど部会（桜田和浩部会長）に
よる、山うど共進会が２月２１日、能代市のプラザ都
で開かれ、農家自慢の山うどがその出来栄えを競い
あいました。
　『白神山うど』の品質向上と産地強化を目的に、
１４年前から行われている山うど共進会。今年は管
内から５９点の出品が寄せられ、軟白の色合いや全
長の揃いなどを中心に審査した結果、伊藤秀司さん
（能代市・築法師）の＜東武鯉玉２号＞がみごと最優
秀賞に選ばれました。また優秀賞として、茂内美世子
さん（能代市二ツ井町・鎌谷）＜東武鯉玉２号＞と山
崎金作さん（能代市・丑越）＜東武鯉玉２号＞がそれ
ぞれ選ばれました。

　県内では昨年末からの大雪の影響で、人や建物、
農林水産関係に多くの被害が出ています。人的被
害はすでに２００名を超え、平成１８年の豪雪被
害に迫る勢いです。また農林水産関係についても、
農作物と農業施設の被害が１億円を超えており、
今後も増えていくと予想されます。
　このような状況を加味し、ＪＡでは『雪害対策
支援資金』を設け、大雪により被災した農機具や
農業施設（ビニールハウスや農作業場など）を所
有する組合員農家に対し、取得・改修に必要な資
金を支援しております。
　該当される方は、ＪＡ各支店へお問い合わせく
ださい。

　ＪＡでは平成２４年度における農業政策について、正し
い認識を全職員が共有できるよう、新農業政策研修会を
２月２２日に能代市工業団地交流会館で開催しました。
　はじめに営農経済事業本部の坂本常務が「変化してい
く農業政策を職員一人一人が理解することで、組合員か
らの問い合わせにきちんと対応してほしい。」と挨拶しま
した。その後担当者から、平成２４年産米の生産調整や
農業者戸別所得補償制度などについて説明が行われまし
た。参加した職員は「新しい農業政策への理解を深める
ことが出来たので、問い合わせの際はもちろん、今後の
業務にも活かしていきたい。」と話していました。

　ＪＡ女性部二ツ井支部（工藤貞子支部長）による、
恒例の女性部冬期講座がＪＡ生活総合センターで
開講し、最終日となった２月７日には、９４名の女
性部員が参加しました。
　講座では手芸として、①がま口ペットボトルホル
ダー②反射ループ亀さんストラップの作成に挑戦。
部員たちがみごとな縫製技術を駆使して、思い思
いの作品に仕上げていきました。
　またこの日は閉講式も兼ねて行われ、計５回の
冬期講座が無事に開催できたことを祝うとともに、
すべての講座に参加した６４名を表彰しました。部
員たちは講座の終了を惜しみながら、来年度の開
催を楽しみにしていました。

▲ 展示された農家自慢の山うどを見る参加者

▲ 大雪により被害を受けたビニールハウス

▲ 平成 24 年度の農業政策に理解を深める職員

▲ 仲間同士で作りかたを教え合う部員たち
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新年度の農業政策について
全職員の認識の共有化を図る

『白神山うど』の出来栄えを競う
第14回山うど共進会

今冬の大雪被害に対応して
ＪＡで『雪害対策支援資金』の取扱を開始

双子座（5・21〜 6・21）　知的好奇心を刺激され、新しい習い事を始めたり、趣味を持ったりする気配。金運も上々。自分磨きに励んで
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！ 女性部員同士の交流を図る
女性部冬期講座が閉講


